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表５－２ 有害大気汚染物質の採取及び分析方法 

調 査 項 目 採取方法 分 析 方 法 

ベンゼン、トリクロロエチレン、テトラクロロエチレン、 

ジクロロメタン、アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、 

クロロホルム、1,2-ジクロロエタン、1,3-ブタジエン 

塩化メチル、トルエン 

真空容器注） 低温濃縮 ＧＣ／ＭＳ法 

酸化エチレン 捕集管(臭化水素酸) 溶媒抽出 ＧＣ／ＭＳ法 

アセトアルデヒド、ホルムアルデヒド 捕集管(ＤＮＰＨ) 溶媒抽出 ＨＰＬＣ法 

水銀及びその化合物 捕集管(金ｱﾏﾙｶﾞﾑ) 加熱脱着 冷原子吸光法 

ニッケル化合物、ヒ素及びその化合物、 

マンガン及びその化合物、ベリリウム及びその化合物、 

クロム及びその化合物 
石英ろ紙 

酸分解（テフロン容器） 

電気加熱原子吸光法 

ベンゾ[ａ]ピレン 超音波抽出 ＨＰＬＣ法 

 注） 金沢市の採取方法は捕集管である。  

 

４ 調査結果 

環境基準が設定されているベンゼン等４物質については、表５－３のとおり、すべての地点で環

境基準を達成していた。また、指針値が設定されているアクリロニトリル等８物質についても、表

５－４のとおり、すべての調査地点で指針値を下回っていた。 

一方、これらの基準が設定されていないアセトアルデヒド等９物質については、平成 23 年度の全

国平均と比較すると、表５－５のとおり、七尾測定局において酸化エチレンが全国平均を上回った

が、それ以外は全国平均を下回っていた。 

表５－３ 有害大気汚染物質調査結果 (環境基準設定物質)      (単位：μg/m3) 

環境基準が設定 

されている物質名 

一 般 環 境 沿 道 環 境 
環境基準 

（年平均値） 七 尾 
測定局 

小 松 
測定局 

駅 西 
測定局 

野々市 
測定局 

藤 江 
測定局 

 ベンゼン 0.66 0.61 0.68 1.1 0.84   3 以下 

 トリクロロエチレン 0.026 0.052 0.070 0.035 0.073 200 以下 

 テトラクロロエチレン 0.024 0.024 0.054 0.024 0.056 200 以下 

 ジクロロメタン 0.40 2.6 0.88 1.6 0.74 150 以下 

 注） 環境基準における単位は mg/m3であるが、桁数が増えるためμg/m3で記している。 

 
     表５－４ 有害大気汚染物質調査結果 (指針値設定物質)     (単位：μg/m3   ※ ng/m3) 

指針値が設定 

されている物質名 

一 般 環 境 沿道環境 指 針 値 
（年平均値） 七尾測定局 小松測定局 野々市測定局 

 アクリロニトリル 0.023 0.023 0.023 2   以下 

 塩化ビニルモノマー 0.021 0.021 0.021 10   以下 

 クロロホルム 0.13 0.16 0.13 18   以下 

 1,2-ジクロロエタン 0.059 0.097 0.090 1.6 以下 

 水銀及びその化合物   ※ 2.2 2.2 2.5 40   以下 

 ニッケル化合物     ※ 1.3 2.3 1.9 25   以下 

 ヒ素及びその化合物   ※ 1.1 0.98 1.5  6  以下 

 1,3-ブタジエン 0.096 0.035 0.051 2.5 以下 

 注） 指針値における単位はμg/m3であるが、水銀及びその化合物、ニッケル化合物並びにヒ素及びその化合物は桁数が増えるた

め ng/m3で記している。 
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